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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第５区分
【発行日】平成30年9月13日(2018.9.13)

【公表番号】特表2017-522465(P2017-522465A)
【公表日】平成29年8月10日(2017.8.10)
【年通号数】公開・登録公報2017-030
【出願番号】特願2017-505446(P2017-505446)
【国際特許分類】
   Ｄ０１Ｆ   6/60     (2006.01)
   Ｄ０２Ｇ   3/44     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｄ０１Ｆ    6/60     ３７１Ｚ
   Ｄ０２Ｇ    3/44     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成30年7月30日(2018.7.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ポリ（パラフェニレンテレフタルアミド）のフィラメントを含む糸条を生成するための
プロセスであって、前記糸条は、少なくとも９３パーセントの熱経時強度保持（ＨＡＳＲ
）を有し、且つ、前記糸条における前記フィラメントは、５５～８０オングストロームの
見かけの結晶子サイズを有し、前記プロセスは、
　ｉ）連続プロセスにおいて、複数のオリフィスを有する紡糸口金を介してポリマードー
プを紡糸し、少なくとも２０℃の温度を有する水性凝固浴においてドープを凝固させて複
数のフィラメントを形成する工程と、
　ｉｉ）水性液体でフィラメントを洗浄する工程と、
　ｉｉｉ）デニール当たり０．３～１．０グラムの張力の下でフィラメントを乾燥させる
工程であって、前記フィラメントは、２５０～３２５℃の温度で０．４～０．９秒間、乾
燥される工程と、
　を含むプロセス。
【請求項２】
　ポリ（パラフェニレンテレフタルアミド）のフィラメントを含み、且つ、少なくとも２
２ｇｐｄの糸条引張り強さ、少なくとも３．２パーセントの破断伸び、及び５３０～７０
０ｇｐｄの引張り弾性率を有する糸条であって、前記糸条は、少なくとも９３パーセント
の熱経時強度保持（ＨＡＳＲ）を有し、且つ、前記糸条における前記フィラメントは、５
５～８０オングストロームの見かけの結晶子サイズを有する、糸条。
【請求項３】
　ポリ（パラフェニレンテレフタルアミド）のフィラメントを含み、且つ、少なくとも２
２ｇｐｄの糸条引張り強さ、少なくとも３．２パーセントの破断伸び、及び５３０～７０
０ｇｐｄの引張り弾性率を有する糸条を含む浸漬されたコードであって、前記糸条は、少
なくとも９３パーセントの熱経時強度保持（ＨＡＳＲ）を有し、且つ、前記糸条における
前記フィラメントは、５５～８０オングストロームの見かけの結晶子サイズを有する、浸
漬されたコード。
【手続補正２】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６０】
【表３】

　次に、本発明の態様を示す。
１.　ポリ（パラフェニレンテレフタルアミド）のフィラメントを含む糸条を生成するた
めのプロセスであって、前記糸条は、少なくとも９３パーセントの熱経時強度保持（ＨＡ
ＳＲ）を有し、且つ、前記糸条における前記フィラメントは、５５～８０オングストロー
ムの見かけの結晶子サイズを有し、前記プロセスは、
　ｉ）連続プロセスにおいて、複数のオリフィスを有する紡糸口金を介してポリマードー
プを紡糸し、少なくとも２０℃の温度を有する水性凝固浴においてドープを凝固させて複
数のフィラメントを形成する工程と、
　ｉｉ）水性液体でフィラメントを洗浄する工程と、
　ｉｉｉ）デニール当たり０．３～１．０グラムの張力の下でフィラメントを乾燥させる
工程であって、前記フィラメントは、２５０～３２５℃の温度で０．４～０．９秒間、乾
燥される工程と、
　を含むプロセス。
２.　前記糸条は、少なくとも９５パーセントのＨＡＳＲを有する、上記１に記載のプロ
セス。
３.　工程ｉｉｉ）における前記張力は、デニール当たり０．３～０．７グラムである、
上記１又は２に記載のプロセス。
４.　ポリ（パラフェニレンテレフタルアミド）のフィラメントを含み、且つ、少なくと
も２２ｇｐｄの糸条引張り強さ、少なくとも３．２パーセントの破断伸び、及び５３０～
７００ｇｐｄの引張り弾性率を有する糸条であって、前記糸条は、少なくとも９３パーセ
ントの熱経時強度保持（ＨＡＳＲ）を有し、且つ、前記糸条における前記フィラメントは
、５５～８０オングストロームの見かけの結晶子サイズを有する、糸条。
５.　少なくとも２４ｇｐｄの糸条引張り強さを有する、上記４に記載の糸条。
６.　少なくとも９５パーセントのＨＡＳＲを有する、上記４又は５に記載の糸条。
７.　前記引張り弾性率は、６５０ｇｐｄ未満である、上記４～６のいずれか一項に記載
の糸条。
８.　前記破断伸びは、３．５パーセント以上である、上記４～７のいずれか一項に記載
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の糸条。
９.　５００～３０００デニールの線密度を有する、上記４～８のいずれか一項に記載の
糸条。
１０.　２０ｇｐｄを超える浸漬されたコード強度を有する、上記４～９のいずれか一項
に記載の糸条。
１１.　９０パーセントを超える浸漬されたコードパーセント引張り強さ保持を有する、
上記４～１０のいずれか一項に記載の糸条。
１２.　ポリ（パラフェニレンテレフタルアミド）のフィラメントを含み、且つ、少なく
とも２２ｇｐｄの糸条引張り強さ、少なくとも３．２パーセントの破断伸び、及び５３０
～７００ｇｐｄの引張り弾性率を有する糸条を含む浸漬されたコードであって、前記糸条
は、少なくとも９３パーセントの熱経時強度保持（ＨＡＳＲ）を有し、且つ、前記糸条に
おける前記フィラメントは、５５～８０オングストロームの見かけの結晶子サイズを有す
る、浸漬されたコード。
１３.　前記糸条は、少なくとも２４ｇｐｄの糸条引張り強さを有する、上記１２に記載
の浸漬されたコード。
１４.　前記糸条は、少なくとも９５パーセントのＨＡＳＲを有する、上記１２又は１３
に記載の浸漬されたコード。
１５.　前記糸条は、６５０ｇｐｄ未満である引張り弾性率を有する、上記１２～１４の
いずれか一項に記載の浸漬されたコード。
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